
Ｕ１５競技環境に関するＱ＆Ａ④ 

（一社）長野県バスケットボール協会Ｕ１５部会 

Q３０-１ 

お世話になっております。教えていただきたいことがあり､一保護者の立場ですが質問させていただきたくご連絡致し

ました。ややこしいのですが以下ご回答をお願い致します。ちなみにクラブチーム A は●●クラブ•地域クラブ B は□□

クラブ•C中学校は△△中学校•D中学校は▽▽中学校です。前出の Q11〜12あたりに関わってくると思うのですが、

クラブチーム Aに登録をした新 1年生は地域クラブ B（既存チームで現在 C中学校•D中学校 2校の合同チーム）で

中体連の大会に出場するには以下①②の方法は可能でしょうか。 

①年度当初からクラブチーム A で JBA 登録をし､中体連（夏季大会のみ or 可能であれば新人戦も）の大会は地域ク

ラブ Bで出場する。 

※今年度夏季大会の終了をもって C 中学校の部活動は廃部となり､既に D中学校の部活動は地域クラブ B へ地域移

行が完了しているため､部活動の合同チームではない地域クラブ B に C 中学校生徒は中体連申請をしている。中体連

申請をしていない C中学校部活動でも平日の日常的な活動があるため､自身が JBA登録していないが C中部活動に

所属して地域クラブ B での参加は校長承認を得て可能なのか。またこの場合､移籍はしていない為､U15 選手権大会

やリーグ戦などはクラブチーム A から出場可能か。（R6 年度はこの方法で複数の選手が大会出場していたと認識して

おります） 

A３０-１ 

 中体連の大会に出場できるクラブチームの要件の中に、「エ 地域クラブ活動にあっては、各中央競技団体が定める細

則により、該当競技団体に登録・加盟していること。」という内容がございます。つまり中体連に出場できる地域クラブは

Team JBAに登録したチームである必要があります。Team JBAにチーム登録する際、この地域クラブ Bは「中学校」

区分のチームとして登録する必要があります。したがって、クラブチーム Aに JBA登録した選手は二重登録することにな

るため地域クラブ Bに JBA登録することができません。つまり、地域クラブ B として夏季中体連大会・中体連新人大会

ともに中体連の大会に出場することはできません。ご注意ください。 

 

Q３９-２ 

②C 中学校部活動が夏季で終了することから､見做し移籍と捉え､夏までは地域クラブ B で JBA 登録•中体連申請を

し､2学期以降クラブチーム Aへ移籍する。 

※この場合､あくまで部活動の存続が行なわれないという前提での移籍だが､実際の登録は地域クラブ B であることか

ら移籍は移籍として扱われるのであれば､リーグ戦以降のクラブチームAでの出場が不可になる懸念があり選手の不利

益につながるため､年度当初の判断ミスで 1年間の活動に支障が生じる。 

いずれにしても､クラブチーム Aでの活動を希望しつつ中体連大会への参加が可能なのは地域クラブ Bであることは

確実で（既存 C中学校選手は人数の都合上､地域クラブ B で出場することが不可避である為）どの選手も複数大会参

加の機会があるのにも関わらず､登録•申請の方法如何でいずれも出場不可となることだけは避けてあげたいと思って

います。 

①②の方法以外でも構いません。是非とも選手達に活躍の場を確保すべく､お力添えいただければと思います。何卒よ

ろしくお願い致します。" 

A３９-２ 

 中学校３年生であれば、夏季中体連大会出場後「中学校」区分の地域クラブ B からクラブチーム A への移籍と U１５

選手権の出場は可能です。しかし、移籍選手ですのでクラブ選手権への出場はできませんのでご注意ください。 

 また、中学校１・２年生であれば移籍後の U15選手権・クラブ選手権出場はできませんのでご注意ください。 

 



Q４０ 

令和７年度（2025 年度）中学校に入学いたしました。選手の所属登録（クラブチーム or 中学校部活）についてご質

問させてください。Q1 の答えである A1 についてもう少し詳しく教えていただきたいです。仮に、クラブチームで所属登

録をし中体連・新人戦と出場した場合、来年度以降の所属について中学校登録にしなければならい・もしくは、クラブチ

ームでの大会等の出場に影響が出る等のペナルティはあるのでしょうか？今年度（2025 年度）はクラブチームで選手

登録し、中学校として中体連・新人戦を出て来年度（2026 年）はクラブチーム活動 1 本と考えておりましたが、今年度

新人戦に選手として出てしまった場合、翌年（2026 年）のクラブチームでの大会等に出場できない為、新人戦への出

場は控えるようにと耳に入りました。本当にそうなのでしょうか？ 

A４０ 

 本当です。令和 8 年度からは中体連の大会に出場するのであれば、Team JBA 登録も「中学校」区分のチームに選

手登録し、クラブ選手権に出場するのであれば「クラブチーム」区分のチームに選手登録する必要があります。令和 8年

度にクラブチームに所属してクラブ選手権に出場することが決まっているのであれば、令和 7 年度の中体連新人大会に

出場するのではなく、令和 8 年１月に開催予定のクラブ新人大会に出場するよう、クラブチームの指導者と部活動男女

顧問様を通じて選手と保護者にお伝えいただくようお願いをしているところでございます。 

理由としましては、新人大会は来夏の中体連大会のシードを決める大会であり、このように新人大会では所属してい

た選手が夏の中体連に所属していないということが起こる状況では、新人大会で決定したシードの意味がなくなり、夏の

中体連大会に大きな混乱が生じる可能性があり、このような混乱の結果、部活動を中心に頑張っている選手に悲しい思

いをさせてしまう可能性がございます。また、新人大会は来夏の中体連大会に向けた重要な経験の場となるので、当該

選手本人は良くても、周りの選手の貴重な経験の機会を奪い、結局、チームにとってプラスにならないことが否定できま

せん。最後の夏の勝負を見据えた仲間たちと部活動チームの成長の機会を大切に、優先して考えていただければと思い

ます。なお、当該選手はクラブでクラブ新人大会、来年度クラブ選手権大会出場、（U15 選手権）の機会が確保されて

いますので、ご安心ください。そして、このような状況に対してペナルティは考えておりません。あくまで『お願い』でござ

います。何卒ご理解とご協力をお願いいたします。 

 

Q４１ 

ご質問お願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

上記の様にご回答をされていますが、なぜ R７中体連新人大会に出場してはいけない or 出場の遠慮をしないといけな

いのでしょうか？仮に出場した場合のペナルティ等ございますか？" 

A４１ 

 A40を参照してください。何卒ご理解とご協力をお願いいたします。 

 

Q４２ 

現 2年生以下で令和 8年度の 4月に部活ではなくクラブチームで JBA登録を行った選手については、令和 7年度

の新人戦への参加を控えるようにと説明がありました。令和 8 年度の大会に影響が出る可能性があるとのことでそこは

Q２７   

新中 1 の子ども達に関してです。R7 年度はクラブチームに登録をしても、クラブチーム、中体連のどちらの大会

にも参加可能ですか？ 

A27   

はい。参加可能です。しかしながら、R8 もクラブチームに所属し、クラブ選手権に出場する予定であれば、R7 中

体連新人大会に出場するのではなく、R8 年１月に開催予定のクラブ新人戦（現在検討中）に出場するようにして下

さい。ご協力お願いします。 



理解が出来ます。しかしながら、中学校ごとに対応が違いすぎます。例えば、A中学校については令和 8 年度にクラブチ

ームで JBA 登録予定者は令和 7 年度の新人戦には参加しない、また JBA 登録のあるチームでの練習を行うとのこと

で、令和7年度の夏の大会が終わったら部活も引退、JBA登録を行うチームにて練習してくださいとのこと。B中学校に

ついては、令和 8 年度クラブチームに登録しようが、関係なく新人戦にも出場させるとのこと。C 中学校においては令和

8年度の中体連には部活として参加しないが、令和 7年度の新人戦には参加するとのこと。（令和 8年度のバスケ部は

活動しないとのこと）私が直接話した学校と選手から聞いた学校の話ですが、あまりにも対応が異なりすぎるため 

クラブ・選手・保護者も戸惑っています。やりたい教師は好き放題やるとしか思えません。地域移行は教師の為の働き方

改革の一環ではないのでしょうか。また、選手は所属学校を選べませんので、学校ごとの対応が異なるのは不公平感が

大きいと思います。まずは学校側・教師側の対応の統一を図っていただけないでしょうか。お忙しいところ恐れ入りますが、

ご確認よろしくお願いいたします。 

A４２ 

 長野県内の市町村の部活動に対する対応と学校ごとの部活動に対する対応がそれぞれ大きく異なっており、今回の

U15 競技環境の移行と重なっていることが、競技環境の移行を複雑にしていることが否定できません。3 月 2 日以降、

説明会、ホームページでの資料、U15部会総会の際に、長野県全クラブチーム指導者と男女全部活動顧問に令和 7年

度の中体連新人大会への参加に関わるお願いをしているところですが、引き続き継続していきたいと思います。 


